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Camera News
      カメラニュース

　

６
月
29
日
、
市
民
館
で
第
10
回

「
少
年
の
主
張
」
竹
原
市
中
学
生
話

し
方
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
４
中
学
校
の
代
表
と
し
て

12
人
が
出
場
し
、
家
族
と
の
交
流
、

部
活
動
や
学
校
で
の
体
験
か
ら
感

じ
た
こ
と
や
意
見
な
ど
を
堂
々
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
後
に
話
を
聞
い
て
み
る

と
、「
練
習
の
成
果
を
出
せ
る
よ
う

に
と
思
っ
て
臨
み
ま
し
た
」
、
「
緊

張
し
て
文
章
を
と
ば
し
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
頑
張

れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
発
表
に

備
え
て
練
習
を
し
っ
か
り
行
っ
た

こ
と
や
、
発
表
前
の
緊
張
し
た
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

竹
原
市
長
賞
に
は
、
賀
茂
川
中
学

校
３
年
、
新
原
花
さ
ん
の
「
あ
き
ら

め
ん
け
ん
ね
」
が
、
青
少
年
育
成
竹

中学生が力強く　思いを語る

持てる力を発揮して　全国へ
　

７
月
18
日
、
市
民
館
で
全
国
大
会
出

場
者
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
14
人

を
代
表
し
て
、
３
人
が
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

「
今
年
は
世
界
大
会
も
兼
ね
る
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
１
回
、
２
回
で
も

多
く
勝
っ
て
、
竹
原
の
名
を
広
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
（
世
界
松
涛
連
盟
空
手

道
選
手
権
大
会
出
場
／
出
口
善
久
さ
ん

／
竹
原
錬
心
舘
）

　

「
昨
年
度
は
あ
ま
り
い
い
結
果
が
残

せ
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
度
は
１
回
で

も
多
く
勝
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
（
全

国
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
出
場
／

中
尾
英
貴
く
ん
／
竹
原
高
等
学
校
）

　

「
日
頃
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方

な
ど
に
感
謝
し
て
、
県
の
代
表
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
態
度
で
試
合
に
臨
も

う
と
思
い
ま
す
。
」
（
全
国
中
学
校
相
撲

原
市
民
会
議
会
長
賞
に
は
、
竹
原
中

学
校
３
年
、
川
本
和
則
く
ん
の
「
剣

道
物
語
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

新
原
さ
ん
は
、
バ
イ
ク
事
故
に

遭
っ
た
祖
母
が
生
き
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
な
い
姿
に
感
動
し
た
こ
と

を
、
川
本
く
ん
は
、
剣
道
を
通
し

て
、
礼
を
尊
ぶ
大
切
さ
を
知
り
、

自
分
を
形
作
り
、
仲
間
が
で
き
た

こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
と

今
後
も
続
け
て
い
く
決
意
を
語
り

ま
し
た
。
２
人
は
、
秋
に
行
わ
れ

る
県
大
会
に
市
の
代
表
と
し
て
参

加
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
優
秀
学
校
賞
は
、

吉
名
中
学
校
が
受
賞
し
、
10
人
に

優
秀
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
人
の
発
表
は
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
第
一
声
と
豊
か
な
表
現
で
、

来
場
者
を
引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

入川 優衣さん 加登 七海さん 谷 優里さん

東 実香さん 向井 雪乃さん 森川 夏帆さん

才野瀬 可奈さん 奈良 美優さん 村上 美智さん

川本 和則くん 新原 花さん 濱満 晴菜さん

海の生き物には不思議がいっぱい！～広島大学との連携交流事業～

選
手
権
大
会
出

場
／
大
川
雄
士

く
ん
／
竹
原
中

学
校
）

　

全
国
大
会
と

い

う

プ

レ

ッ

シ
ャ
ー
に
負
け

ず
、
持
て
る
力

を
十
分
に
発
揮

し
て
き
て
く
だ

さ
い
！

　

７
月
22
日
と
24
日

の
２
日
間
、
広
島
大

学
竹
原
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
海
の
生
き
物

観
察
体
験
が
行
わ

れ
、
市
内
の
小
・
中

学
生
が
、
教
授
や
学

生
と
共
に
研
究
の
面

白
さ
・
海
の
大
切
さ

を
体
験
し
て
学
び
ま

し
た
。
大
塚
攻
教
授

に
よ
る
ク
ラ
ゲ
に
つ

い
て
の
講
義
の
後
、

船
で
生
野
島
に
渡

り
、
地
引
き
網
体
験

や
生
き
物
の
観
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

22
日
は
、
小
学
５
・

６
年
生
29
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
中
松
花

音
さ
ん
（
竹
原
西
小

学
校
５
年
）
は
、

　

「
地
引
き
網
が
楽

し
か
っ
た
。
ク
ラ

ゲ
は
す
ご
い
と

思
っ
た
。
」

と
、
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
24
日
は
、

中
学
生
14
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
堀

越
大
智
く
ん
（
竹

原
中
学
校
１
年
）

は
、

　

「
い
ろ
ん
な
生

き
物
に
出
会
え
て

良
か
っ
た
。
」

と
、
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
生
き
物

が
住
む
竹
原
の

海
。
大
切
に
し
て

い
こ
う
と
、
あ
ら

た
め
て
実
感
で
き

た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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仁賀ダム対策同盟会　解散

　６月 30 日、市民館で、

元吉本興業プロデューサー

の大谷由里子さんが、男女

共同参画推進をテーマに講

演しました。大谷さん自身

が経験した仕事・結婚・子

育てなどについてユーモア

を交えて話され、会場から

は絶えず笑いが沸き起こり

ました。

ココロの元気　楽しく学ぶ

　７月 14 日、町並み保存

地区内のまちなみ竹工房

のリニューアルを記念し

て、セレモニーが行われま

した。建物外観は古いまま

残されましたが、店内は明

るく生まれ変わりました。

装いも新たに、竹の文化を

発信する拠点となりそうで

す。

まちなみ竹工房リニューアル

　６月28日、国道432号（下

野町）で植栽が行われまし

た。下野老人クラブ、中通

小学校４年生の児童、観光

協会、市が協力して実施。

ポーチュラカとサルビアを

植え、芝生にはプランター

も置かれました。観光客の

人が喜ぶよう、元気にきれ

いな花を咲かせて欲しいで

すね。

花を植えて　観光客へおもてなし

　７月 23 日、かんぽの宿竹原で、仁賀

ダム対策同盟会の解散式が行われ、同盟

会の会員約 30 人が集まりました。

　仁賀ダムは、昭和 45 年に建設が計画

され、平成 24 年３月に完成し、同盟会

は所期の目的を達成したとして解散する

こととなりました。

　式典では、長年にわたりダムの整備に

尽力された同盟会の平田耕作会長に、小

坂市長から感謝状が贈呈されました。

　仁賀ダムは、河川の氾濫防止や水の安

定供給などの役割を果たし、市民のみな

さんの安全安心な生活を守っています。

　７月 14 日、忠海駅前一

帯で、忠海祇園祭とみこし

行事が行われました。早朝

６時から、その勇姿を写真

に収めるため、また猿のお

守りをもらうため、弁天神

社前には大勢の人が集まり

ました。荒々しくまわされ

るみこしに、周囲は熱気に

包まれました。

熱く盛り上がる　みこし行事

海を大切に　みんなで清掃

　６月 30 日、的場海水浴場でリフレッ

シュ瀬戸内が行われ、市内の企業や団体

など 415 人が集まり、海岸のごみを拾い

ました。

　また、７月７日、大久野島では、おさ

かな放流と海岸クリーンアップが行われ

ました。事前に申し込みをした 150 人の

親子が、大久野島の海岸を清掃した後、

稚魚の放流を行いました。

　海や自然を大切にする機会となったの

ではないでしょうか。


